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大阪市立工業研究所と天六
ガス爆発事故

昭和23(1948)年生ま
れ

昭和43(1968)年-昭和45(1970)年

　昭和43年ごろ、1年ほど大阪工業研究所で研修をしていた。研
究所はいまの北区役所の場所にあった。その頃、京橋で散髪中
に天六ガス爆発事故のニュースを聞いた。散髪が終わってから
大勢の人がなくなったと聞いて驚いた。当時の天神橋筋六丁目
には関西大学があり、まだ地下鉄はなくて、阪急の天神橋筋六
丁目駅があり、市電が走っていた。

　大阪市立工業研究所、天神橋筋六
丁目界隈

　大阪市立工業研究所は、大正5(1916)年に北区牛丸町の大阪市立工業学校構内に大阪工業研究所として創立
され、大正10(1921)に大阪市立工業研究所と改称、大正12(1923)年に北区扇町に新築移転しました。昭和
44年の住宅地図を見ると、現在の北区役所の位置に大阪市立工業研究所があります。その後、昭和57(1982)
年に城東区森之宮に新築移転、平成29(2017)年に大阪府立産業技術総合研究所と新設合併し、地方独立行政
法人大阪産業技術研究所森之宮センターとなりました。『業務案内1969』には昭和44(1969)年頃の大阪市立
工業研究所の建物の写真や業務概要・設備の様子などが掲載されています。天六ガス爆発事故は昭和
45(1970)年4月8日に発生しました。市営地下鉄2号線(谷町線)の延長工事現場である大淀区(現北区)国分寺
町で発生したもので、中圧ガス管からのガスもれをきっかけに3回連続して大爆発が起こり、死者79人、重軽傷者
420人、建物被害495戸の大惨事となりました。事故現場近くの国分寺公園には、天六ガス爆発事故の慰霊碑が
建てられています。天神橋筋六丁目駅については、昭和44(1969)年12月に大阪市営地下鉄堺筋線の天神橋筋
六丁目駅ができ、阪急線との相互直通運転によって、地下鉄堺筋線は市内から乗り換えなしで万国博会場へ輸送
できる交通機関として大きな役割を果たしました。また、谷町線の天神橋筋六丁目駅は昭和49(1974)年5月に
開業しています。大阪市電は昭和41(1966)年4月に阿倍野橋―長柄橋間が、昭和44(1969)年4月に守口―阪
急東口間が廃止されるまで、天神橋筋六丁目を走っていました。関西大学天六キャンパス(天六学舎)は、昭和
4(1929)年に開設され、夜間教育や社会人向け講座等を行っていましたが、平成26(2014)年に北区鶴野町へ
の移転に伴い閉鎖されました。(2024年8月28日　北図書館)

地方独立行政法人大阪産業技術研究所ホームページ 森之宮センター概要・沿革
https://orist.jp/gaiyou/tri_history/tri_history_morinomiya.html　(2024年8月28日確
認)|『大阪市全商工住宅案内図帳 北区 [昭和44年]』[吉田地図] [2007] タイトルコード
1000011422841 p.13|『業務案内 1969』大阪市立工業研究所 [1969] タイトルコード
1000000526111| 『北区史』大阪都市協会/編集 北区制一〇〇周年記念事業実行委員会
1980.4 タイトルコード 1000070059801 p.299-305、 p.587-588|『地下鉄工事現場ガス
爆発事故記録』大阪市臨時ガス爆発事故対策本部連絡部 1971.4 タイトルコード
1000080253776|大阪市北区ホームページ 国分寺公園
https://www.city.osaka.lg.jp/kita/page/0000002168.html
(2024年8月28日確認)|『大阪市交通局百年史 本編』大阪市交通局 2005.4 タイトルコード
1000010959046 p.155-156、463、488|関西大学ホームページ 「天六キャンパスを売却し、
梅田に新拠点を開設」https://www.kansai-
u.ac.jp/global/guide/pressrelease/2014/No15.pdf (2024年8月28日確認)|『関西大
学130年のあゆみ = The 130th Anniversary Kansai University:1886-2016』関西大学年
史編纂委員会/企画・編集: 関西大学、2016.9 タイトルコード 1000014269028 p.59、79
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北区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)

鉄道

ポケモンセンター
平成12(2000)年生ま
れ

平成20(2008)年-平成21(2009)年
　家族でポケモンセンターに行き、好きなポケモンのぬいぐるみ
を買ったり、ゲームの通信をしたりした。

　大阪のどこか覚えていないが、オレ
ンジ色の電車が近くを走っていた。

ポケモンセンターオーサカは梅田センタービル地下で12年間営業し、平成22(2010)年11月26日に現在地の大
丸梅田店内に移転、オープンしました。住宅地図を確認すると、平成22(2010)年版まで、別記のページに地下1
階のテナントとして「ポケモンセンターオーサカ」と掲載されています。また、住宅地図を見ると、梅田センタービル
の横をJR大阪環状線の線路が走っています。大阪環状線では1961年の開業以来オレンジ色の車両が走っていま
したが、令和元(2019)年6月7日、最後のオレンジ色の「201系」が引退しました。(2024年8月28日　北図書
館)

梅田経済新聞 「「ポケモンセンターオーサカ」が大丸梅田店に移転－売り場面積最大に」
https://umeda.keizai.biz/headline/926/　(2024年8月28日確認)|ゼンリン住宅地図大阪
市北区 [2010] ゼンリン 2010.8 タイトルコード 1000012134755 図p.15、別記p.62|『朝日
新聞 2019年6月7日 夕刊 総合』1面「「オレンジ環状線」、惜しまれ引退」(商用データベース「朝日新
聞クロスサーチ」でご覧いただけます。)
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北区 5.平成(1989-2019) 鉄道

天王寺公園の中の図書館
昭和34(1959)年生ま
れ

昭和45(1970)年前半

　中学3年生の夏休み、友人と一緒に、天王寺公園の中の天王寺
図書館に通ったのを思い出します。お目当ては、空調の効いた自
習室、男女別に部屋が分けられていました。すぐに満室になるの
で、朝、開館前から並んで、番号札を貰ってました。帰りに、よく、
下の閲覧室に寄って画集を眺めていたら、あるとき、司書さんに
「画集も貸出出来ますよ」と声をかけてもらい、嬉しくなって重た
いながらも借りて帰ったことを思い出します。今でも、美術館に
来るたびに、そういえばと思い出す図書館です。

　旧天王寺図書館(天王寺公園内)

大阪市立図書館100周年・中央図書館60周年記念「図書館にまつわる思い出のこし」でお寄せいただいた思い出
です。『大阪市立図書館100年史』によれば、天王寺公園内にあった旧天王寺図書館は、鉄筋コンクリート造で地上
3階、地下1階の建物でした。昭和27(1952)年に開催された「婦人とこども大博覧会」講和記念館の建物が、図書
館用途として市に寄贈され、改装を経て開館しました。老朽化等のため昭和59(1984)年に供用停止となり、昭
和60(1985)年に移転して現在の天王寺図書館が開館しました。昭和50(1975)年４月には閲覧室の利用を中
学生もできるように拡大し、翌年７月には、自習室については座席指定制から自由席制に変更しました。(2024年
9月19日　天王寺図書館)

『大阪市立図書館100年史』(大阪市立中央図書館 2021.12)タイトルコード 1000015122318
p.11-12,、24、91
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天王寺区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)

図書館

愛染橋
昭和18(1943)年生ま
れ

昭和40年代(1965年-1975年)頃と
思う

　阪神高速1号線は、高津入堀川、難波入堀川を利用して作られ
た。完成と共に多くの橋がなくなった。中でも元日東小学校の南
側の道には「愛染橋」があり袂にあった福祉施設が現在の愛染橋
病院である。

　阪神高速

昭和32(1957)年に発行された『浪速区史』に、愛染橋の基本情報が掲載されています。それによると、昭和
11(1936)年に架け替えられた鉄橋は橋長が12.10メートル、幅は6.00メートルです。『大阪の橋』によると、愛
染橋(あいぜんばし)は、明治期に高津入堀川(こうづいりぼりがわ)を延長し鼬川(いたちがわ)に連絡する運河を
開削したことに伴い架けられた橋の一つで、その後高津入堀川は昭和32(1957)年から37(1962)年にかけて
埋め立てられ、橋も全て撤去されたそうです。『阪神高速道路公団史』によると、阪神高速1号環状線は、昭和
39(1964)年6月に土佐堀 - 湊町間の供用が開始され、昭和42(1967)年10月に環状線全区間が供用されま
した。堂島川・東横堀川・高津入堀川・新川(図書館注：難波新川。難波入堀川のこと)・西横堀川を埋め立て、上部を
利用して建設されました。『浪速区50年のながれ』には、撮影年月は不明ですが、難波新川が埋め立てられた状態
の写真と、その後高速道路が完成した様子を写した写真が掲載されています。高速道路が建設された前後の時期
の地図で当時の様子を確認してみますと、『大阪市全商工住宅案内図帳 浪速区 [昭和36年]』では、高津入堀川お
よび愛染橋が確認できますが、『大阪市全商工住宅案内図帳 浪速区 [昭和42年]』では、高津入堀川が埋め立てら
れ、上部に高速道路1号線が建設されたことがわかります。『社会福祉法人石井記念愛染園100周年記念誌』内の
年表によると、愛染橋病院は、昭和12(1937)年6月に開院、平成17(2005)年8月に現在地(日本橋5丁目)に
移転しました。平成29(2017)年に、石井記念愛染園の創立100周年を記念し、日東小学校の敷地内に愛染園発
祥の地の顕彰碑がたてられています。
（2024年1月6日　浪速図書館）

『浪速区史』川端直正/編集 浪速区創設三十周年記念事業委員会 1957 タイトルコード
1000000246444 |p.127『大阪の橋』松村博/著 松籟社 1987 タイトルコード
1000000164468 ｐ.279-280|『阪神高速道路公団史』阪神高速道路公団史編集委員会 2005
タイトルコード 1000011074768 p.343|『浪速区50年のながれ』浪速区50周年記念事業実行委
員会 1975 タイトルコード 1000090003811 p.10|『大阪市全商工住宅案内図帳 浪速区 [昭和
36年]』 [吉田地図] [2007] タイトルコード 1000011421906 p.18|『大阪市全商工住宅案内図
帳 浪速区 [昭和42年]』 [吉田地図] [2007] タイトルコード 1000011421903 p.20|『社会福祉
法人石井記念愛染園100周年記念誌』社会福祉法人石井記念愛染園　2017 タイトルコード
1000014332876 p.38-43
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浪速区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)

道路|川|橋

大阪人権博物館 平成元(1989)年生まれ 令和2(2020)年5月31日
　大阪人権博物館が閉館すると知って見学に行った。個人的に
は薬害エイズやハンセン病、西淀川公害に関する展示が印象に
残っている。

　浪速区浪速西

大阪人権博物館は、昭和60(1985)年12月、旧栄小学校跡に大阪人権歴史資料館(愛称:リバティ・おおさか)と
して開館しました。『大阪市政百年の歩み』p.265には、当時の大阪人権歴史資料館の建物写真が掲載されていま
す。『リバティ・おおさかの概要』ｐ.1には、設置の目的として、「大阪府下の同和問題をはじめとする人権問題に関
する歴史的調査研究を行うとともに、関係資料、文化財を収集、保存し、併せてこれらを一般に公開することによ
り、人権思想の普及と啓発に資することを目的とする」とあります。その後増改築工事を行い、平成7(1995)年
12月に大阪人権博物館に名称変更してリニューアルオープンしました。リニューアル後の建物写真が『写真集21世
紀へのまちづくり』p.50に確認できます。平成17(2005)年12月には展示の全面リニューアルを行いました。
『大阪人権博物館年報No.15』ｐ.3-5には、展示が4つのコーナーで構成され、「差別を受けている人の主張と活
動」の各テーマとして、在日コリアン、ウチナーンチュ、アイヌ民族、女性、性的少数者、障害者、ＨＩＶ感染者・AＩＤＳ
患者、ハンセン病回復者、ホームレス、被差別部落、公害被害者、水俣病患者が挙がっています。その後も展示のリ
ニューアルが行われ、平成23(2011)年3月1日付の朝日新聞によると、「小中学生らの人権教育に活用できる施
設をめざし、民族楽器やユニバーサルデザインの日用品に触れるなどの体験コーナーを多く設けたり、説明をわか
りやすくしたりする工夫をした」とあります。令和２(2020)年、新型コロナウイルスの感染拡大防止により、3月上
旬から休館していましたが、土地を大阪市に明け渡すこととなり、5月25日から31日まで最後の開館をすること
が、令和２(2020)年5月25日付の産経新聞で報じられています。令和２(2020)年6月1日付の朝日新聞には、
最終日の様子が掲載されています。休館後は、建物が解体され更地となったことが、令和3(2021)年9月20日
付の朝日新聞で報じられています。休館後も運営する公益財団法人では、所蔵資料を使って各地で展示会を続け
ていること、また、それらの貴重な資料を人権教育や啓発に役立てる方法として大阪公立大学に寄贈する方向で
協議中であることが、大阪人権博物館ホームページや、新聞報道で確認することができます。(2024年9月22日
浪速図書館)

『大阪市政百年の歩み』大阪市総務局 1989 タイトルコード 1000000412228 p.265|『リバティ・
おおさかの概要』大阪人権歴史資料館/[編] 大阪人権歴史資料館 [1986] タイトルコード
1000080206074 p.1|『写真集21世紀へのまちづくり』大阪市総務局/編集 大阪市総務局 1999
タイトルコード 1000000742762 p.50|『大阪人権博物館年報No.15』大阪人権博物館　2006タ
イトルコード 1000011324911ｐ.3-5|『朝日新聞 2011年3月1日 朝刊』29面 「大阪人権博物館
展示新装幅広く きょうオープン」|『産経新聞 2020年5月25日 夕刊』２面 「大阪人権博物館、最後の
公開」|『朝日新聞 2020年6月1日 朝刊』17面 「「残念」最終日多くの人 大阪人権博物館、再開めざ
す」|『朝日新聞 2021年9月20日 朝刊』17面 「大阪人権博物館 再開めど立たず コロナ禍影響 建物
解体 更地工事は今月末終了」|『朝日新聞 2022年10月7日 朝刊』19面 「大阪人権博物館、収蔵品を
寄贈へ　大阪公立大学に」|『毎日新聞 2024年3月25日 東京夕刊』4面 「リバティおおさか：所蔵資
料を大学に寄贈、移管費用の寄附金募集」|『朝日新聞 2024年10月7日 朝刊』19面 「博覧会、見せ物
にされた人々 天王寺で「人類館事件」展」(商用データベース「朝日新聞クロスサーチ」で朝日新聞の記
事を、「産経データベース」で産経新聞の記事をご覧いただけます)|大阪人権博物館ホームページ
http://www.liberty.or.jp/　（2024年9月22日確認）
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浪速区 6.令和(2019以降)

木川小学校の校庭 昭和22(1947)年生 昭和30年頃

　木川小学校の校庭は北と南に半分ずつ分かれていて、南側(阪
急の線路に近い方)が北側より10cm低かったです。今のように
同じ高さになったのはいつのころか知りませんが。また創立20
周年には生徒たちが校庭に「20」の人文字を作り、ヘリコプター
が空から撮影しました。

　木川小学校

　木川小学校の沿革は『創立五十周年記念誌』で確認できます。当校は昭和11(1936)年10月に大阪市木川尋常
小学校として木川町に創設され、昭和22(1947)年3月に校名変更により大阪市立木川小学校に改称します。昭
和26(1951)年4月に南側の校地拡張が行われます。同書掲載の思い出を語る座談会では、校地拡張に関わる思
い出が記載されています。創立20周年記念行事は昭和31(1956)年10月1日に行われました。同書11ページに
は「20年を祝う木川小学校の人文字」のキャプションのある20の人文字がある校庭の写真が掲載されています。
（2024年8月28日　淀川図書館）

『創立五十周年記念誌』大阪市立木川小学校創立50周年記念誌編集委員会 1986 タイトルコード
1000014163170
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淀川区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)

木川にあった映画館 昭和22(1947)年生 昭和30(1955)年頃

　今の木川西公園にはかつて東淀川郵便局がありました。その
向い側に、映画館が西向きに2軒並んで建っていました。映画館
の外では館内の音声をスピーカーで流しており、館内で合唱す
る子どもたちの赤胴鈴之助の歌声が賑やかに聞こえていまし
た。私は祖母と嵐寛寿郎主演の『明治天皇と日露戦争』(1957
年封切り)を見た記憶があります。子どもの料金は30円だった
か。その映画館の前の道路では8・18・28日に夜店が開催され
ました。南北にずらっと店が並び、大層な賑わいで８のつく日が
待ち遠しかったです。

　木川西公園

木川西公園は、木川西2丁目に位置する昭和61(1986)年に開園した公園です。『東淀川区史』によると、東淀川
郵便局(当時・木川西之町三丁目二〇)は大正15(1926)年に創設されたとあります。昭和38(1963)年に刊行
された地図を確認すると「郵政局木川寮」とあります。また、その向いを確認すると、スーパーマーケットミツワと木
川東映が並んでいることが分かります。『東淀川区史』には当時の東淀川区内に所在した映画館の一覧があり、「ト
キワ映画劇場　木川西之町三の二二」が記載されています。赤胴鈴之助とは福田英一・武内つなよしによる『少年
画報』で連載された漫画『赤胴鈴之助』とその主人公です。ラジオドラマ、映画、テレビドラマ化するなど、人気を博
しました。嵐寛寿郎は、昭和時代の映画俳優です。「アラカン」の愛称でしたしまれました。「鞍馬天狗」「右門捕物帖」
の両シリーズや「明治天皇と日露大戦争」などに出演しました。なお、東京都区部の統計ですが、昭和32(1957)
年当時の大人の映画観覧料は100円でした。(2024年9月14日　淀川図書館)

大阪市ホームページ 都市公園一覧
https://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000372135.html　(2024年9月12
日確認)|『東淀川区史 -現淀川区・東淀川区-』[川端 直正/編集] 市民日報社 1987 タイトルコード
1000010814912  p.387、413(『東淀川区史』川端 直正/編集 東淀川区創設三十周年記念事業
委員会 1956 タイトルコード 1000000253623の復刻資料)|『大阪市全商工住宅案内図帳 東淀
川区 -西部- 昭和38年版』[吉田地図] [2006] タイトルコード 1000011163430　p.68|『昭和史
講義 戦後文化篇下(ちくま新書 1666)』筒井 清忠/編 筑摩書房 2022 タイトルコード
1000015228043 p.247|商用データベース「JapanKnowledge(ジャパンナレッジ)(事典・辞
書等)」収録『日本人名大辞典』「嵐寛寿郎」の項 (2024年9月14日確認)|総務省統計局 主要品目の
東京都区部小売価格：昭和25年(1950年)-平成22年(2010年)
https://www.stat.go.jp/data/kouri/doukou/3.html　(2024年9月14日確認)
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淀川区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)

十三近辺の書店 昭和31(1956)年生 昭和41(1966)年頃

　私が小学生の頃(昭和41年)、阪急十三駅西口を出て短いアー
ケード(「喜八洲総本舗」があるトミータウン。本一商店街)を抜け
て十三筋の横断歩道の西側に渡った側の商店街(長いアーケー
ド)の中に、書店が３軒ありました。アーケードの最初の部分はフ
レンドストリートで、そこには書店が無く、その西側部分の十三本
町商店街(ＪーＭＡＬＬ)沿いの東横インの西側(長安寺の斜め向か
い)に「ブックスマナベ」と、その手前にもう１軒。その店名は忘れ
ました。この２軒は、別の店舗１～２軒の間に挟んで、並んでいま
した。さらに進んで十三バイパスの高架をくぐって西側の十三元
今里商店街(もといまロード)の和菓子店「永楽堂寿浩」の隣あた
りに「淀川書店」。２ブロック北側に神津小学校がありました。ま
たアーケードからは南に離れた淀川通沿いの十三バイパス進入
口のある交差点の北東側にあった料亭「三笠」のビルの東隣に
「高橋尚文堂」。この高橋尚文堂は、北野高校御用達でした。

　十三、新北野

昭和49(1974)年版の『大阪市精密住宅地図 淀川区 -全商工住宅案内図帳-』をみると、「ブックスマナベ本真
辺」、「淀川書店」、「書籍高橋尚文堂」を確認できます。また、昭和63(1988)年版の『大阪市精密住宅地図』をみる
と、「ブックスマナベ」の東側2軒隣に「マル井ビル」があり、その1階に「マル井書店」があることから、「ブックスマナ
ベ」の手前にあった書店は「マル井書店」と考えられます。上記の書店は、淀川図書館が所蔵している地図では、下
記の時期まで見つかります。「ブックスマナベ」は昭和63(1988)年版の『大阪市精密住宅地図』まで確認でき、平
成2(1990)年版の『大阪市精密住宅地図』では、当該店舗は「ラビスみのや」になります。「マル井書店」は平成
2(1990)年版の『大阪市精密住宅地図』まで確認でき、平成6(1994)年版の『大阪市精密住宅地図 -淀川区-』で
は、同ビルの１Ｆは「ニットファッションベルハウス」などになります。「淀川書店」は昭和49(1974)年版の『大阪市
全商工住宅案内図帳』まで確認でき、昭和63(1988)年版の『大阪市精密住宅地図』では、「うどんきぬや十三店」
になります。「高橋尚文堂」は平成17(2005)年版の『ゼンリン住宅地図大阪市淀川区』まで確認でき、平成
18(2006)年版の『ゼンリン住宅地図大阪市淀川区』では、確認できなくなります。（2024年9月17日　淀川図書
館）

『大阪市精密住宅地図 淀川区 -全商工住宅案内図帳- [昭和49年]』[吉田地図] [2007] タイトル
コード 1000011421860 p.75、 76|『大阪市精密住宅地図 淀川区 [1988]』 吉田地図 1988
タイトルコード 1000014936979 p.120、121 内容明細38|『大阪市精密住宅地図 淀川区
[1990]』吉田地図 1991 タイトルコード 1000000727367 p.121 内容明細32|『大阪市精密住
宅地図 -淀川区-』吉田地図 1994 タイトルコード 1000000491730 p.121 内容明細33|『ゼンリ
ン住宅地図大阪市淀川区 [2005]』ゼンリン 2005 タイトルコード 1000010964288 p.43|『ゼ
ンリン住宅地図大阪市淀川区 [2006]』ゼンリン 2006 タイトルコード 1000011196411 p.43
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淀川区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)

グラウンド 昭和42(1967)年生 昭和40年代後半-昭和50年代前半

　グラウンドには、昔、階段で上がる高い位置の木製「スコアボー
ド」があり、地元の子どもたちは、よく上がって遊んでいました。
「ゲイラカイト」という洋風凧が流行ったときに、グラウンドで上
げていて、糸が切れ、近くの大阪環状線の架線まで飛んでいった
りしていました。

　桃谷1丁目の「桃谷公園」の北側グ
ラウンドです。

令和5(2023)年の住宅地図を見ると、桃谷1丁目2番に「桃谷公園」が確認できます。同じ場所を昭和
35(1960)年の住宅地図で確認すると、北側に「野球場」、南側に「鶴橋公園」と表記されています。昭和
46(1971)年の住宅地図では敷地が野球場らしい扇状に表されており、「鶴橋公園」と「野球場」が併記されてい
ます。ゲイラカイトは洋凧のことで、昭和49(1974)年頃からブームになりました。令和5(2023)年1月19日の
朝日新聞東京朝刊に「(ＰＨＯＴＯ　いまむかし)空舞う凧、子どもも大人も夢中」という記事があります。「70年代に
入ると、アメリカ製の凧「ゲイラカイト」がブームとなり、電線に引っかかるトラブルが多発した。75年1月11日の同
夕刊では、複数枚の写真と共に「タコ取り出動　あぁ忙し」と掲載。関西電力は、お正月から9日までに約8千個を回
収したとある。」とあります。同紙面には、昭和50(1975)年1月に大阪市北区で撮影された「当時ブームとなった
アメリカ製の凧が引っかかり、作業員が回収するのを子どもたちが待つ様子」と題された写真も掲載されていま
す。(2024年4月24日　生野図書館)

『ゼンリン住宅地図大阪市生野区 -大阪府- [2023]』ゼンリン 2023 タイトルコード
1000015429049|『大阪市全商工住宅案内図帳 生野区 -北部- [昭和35年]』[吉田地図]
[2006] タイトルコード 1000011167547住宅協会出版部 1960年刊の復刻|『大阪市精密住宅
地図 生野区 -全商工住宅案内図帳- [昭和46年]』[吉田地図] [2007]タイトルコード
1000011421908 1971年刊の復刻|『まだある。 -今でも買える“懐かしの昭和"カタログ- 玩具編
(大空ポケット文庫)』初見 健一/著 大空出版 2006 タイトルコード 1000011328812 p.84-85|
『朝日新聞 1999年1月13日 夕刊 大阪』3面「1974・ゲイラカイト 和だこ衰退(今日的遺跡探検)」|
『朝日新聞 2023年1月19日 朝刊 東京』20面「(ＰＨＯＴＯ　いまむかし)空舞う凧、子どもも大人も夢
中」(いずれも商用データベース「朝日新聞クロスサーチ」でご覧いただけます)
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生野区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)|4.昭和50
年-60年代(1975-1989)

公園|遊び

蒲生公園の鬼ごっこ
平成12(2000)年生ま
れ

小学校5年生くらいの頃(図書館注:平成
22(2010)年-平成24(2012)年頃と
思われます

　蒲生公園で鬼ごっこをして、隣のタワーマンションの敷地に
入ってしまい、怒られた思い出があります。蒲生公園は「ガモコ
ウ」と呼ばれていました。

蒲生公園は昭和11(1936)年に設立した公園で、『城東区史』に記載されているなかでは区内で2番目に古い公園
となります。面積は16,505平方メートル。園内には野球場（照明設備有）・遊具などが整備されています。蒲生公
園の隣にあるコムズシティ野江はA～D棟にわかれ、うちC・D棟がタワーマンションとなっています。C・D棟は共
に2003年にオープンし、それぞれC棟が101mの31階建て、D棟が115ｍの35階建てとなっています。A・B棟
は先行してオープンており、その緑化策が高い評価を受けました。C・D棟は当時珍しかった免震構造を採用したタ
ワーマンションと言われています。(2023年10月26日　城東図書館)

『城東区史』木村武夫/編集 城東区史編纂委員会 1974 タイトルコード 1000000246500
p.173|大阪市城東区 名所・旧跡 蒲生公園
https://www.city.osaka.lg.jp/joto/page/0000000734.html　 (2024年9月25日確
認)|『超高層ビビル = Skyscrappers 日本編』中谷幸司/著 社会評論社 2008 タイトルコード
1000011665488 p.173|『日経アーキテクチュア』2002年8月19日号 p.90-93 「集合住宅の
緑を共有財産に:実例に学ぶ屋上緑化 第5回」 (商用データベース「日経BP記事検索サービス」でご覧
いただけます）|株式会社 菅原賢二設計スタジオホームページ トピックス「10年以上経っても資産価値
が下がらない分譲マンション！」　https://www.sks-design.com/topics/　(2024年8月12日
確認)
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城東区 5.平成(1989-2019) 公園



タイトル 投稿者 いつ頃 思い出 場所 補足・追加情報 参考文献 受付日 利用条件 区名 年代 分野

三立製菓
昭和31(1956)年生ま
れ

昭和30年代後半-40年代

　八剱神社の秋祭に鴫野東から地車4台を連ねて、西鴫野にあっ
た三立製菓へ毎年行ってました。工場内に地車4台を並べてしば
し休憩。祝儀として自社製品の｢カンパン」を1斗缶でもらったの
でしょう。鴫野東に帰ってから、カンパンをハッピのポケットに入
りきらないほどたくさんもらいました。でも西鴫野往復はしんど
かったです。

　西鴫野（三立製菓はその後浜松に
移転しました）

城東区鴫野西には「カンパン」等の商品でよく知られている三立製菓の大阪営業所が今もあります。昭和
19(1944)年に出版された『近世菓子飴業史』によると、三立製菓の設立にもかかわった中村氷糖という会社の
分工場内にて、昭和2(1927)年にビスケット工場の運転を開始したとの記事が確認できます。昭和35(1960)
年の住宅地図を確認すると、現在の大阪営業所よりも広い敷地に同社の工場があったことが確認できます。
(2024年8月10日 城東図書館)

国立国会図書館デジタルコレクション『近世菓子飴業史 第4巻』 松本重/著 帝国菓子飴公論社 1944
https://dl.ndl.go.jp/pid/1065362　(2024年8月10日確認)|『大阪市全商工住宅案内図帳
城東区 -北部- [昭和35年]』[吉田地図] [2006] タイトルコード 1000011167549 (1960年の
復刻)
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城東区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)

国鉄・鴫野駅の踏切
昭和31(1956)年生ま
れ

昭和36(1961)、37(1962)年の頃

　祖母が私の手を引いて、5歳下のいとこの女の子をおんぶして
「『チリンチリン』(踏切の音)を見に行こ。」と言って電車の踏切通
過を見に連れていってくれたことをよく覚えています。いとこは
電車が通るたびに「きゃっきゃっ」と声を出して喜んでいました
ヨ。

　片町線と現在の今里筋との交差地
点

JR鴫野駅は現在高架駅となっていますが、『城東区史』に高架化される前の駅付近の様子を写した写真が掲載さ
れています。鴫野駅は昭和8(1933)年9月1日に新設された駅で、高架駅となったのは昭和39(1964)年11月
のことであったと、同書には記されています。(2024年8月12日　城東図書館)

『城東区史』木村 武夫/編集 城東区史編纂委員会 1974 タイトルコード 1000000246500 2021/8/21
CC BY-
SA

城東区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)

鉄道

阿倍野区役所
昭和16(1941)年生ま
れ

昭和31(1956)年～昭和33(1958)
年ごろ、高校生の頃の記憶です。

　昭和31(1956)年２月下旬、高校入試の出願手続きに要する
『住民票の写し』を交付して貰おうと、阿倍野区役所に一人で行
きました。木造2階建てのくすんだ建物でした。区役所の中はモ
ウモウとしており奥が見えないほどでした。恐らくタバコの煙の
ためか石炭ストーブの煙のせいだろうと、推察します。近所のお
年寄りから「あれは元、住吉区役所だった」としばしば聞かされ
ました。それは府立阿倍野高等学校の直ぐ南、現在、阪南中公園
と呼ばれる小公園の地にありました。現在の、阿倍野区役所があ
る所(文の里一丁目・工芸高等学校の北側)は、元、地下鉄の車庫
でした。御堂筋線が梅田～天王寺間のみで営業していた頃の車
庫で、西田辺まで延長された後、長い車庫が新造されて移転し
ました。その跡地に阿倍野区役所が移ったのです。確か、私の高
等学校時代 (1956-58年)であったと記憶しています。

　阪南中公園(府立阿倍野高等学校
の南)、文の里一丁目(工芸高等学校
の北側・現在の阿倍野区役所)

阿倍野区は昭和18(1943)年4月1日大阪市が22区制をとる際に、住吉区が阿倍野区・住吉区・東住吉区に分区
され、発足しました。庁舎は昭和3(1928)年に建てられた旧住吉区役所庁舎（阪南町中二丁目47　【現在の住所：
阪南町一丁目49】）をそのまま引き継ぎました。『阿倍野区50年のあゆみ』には旧庁舎の写真が掲載されていま
す。昭和33(1958)年に発行された『最新地番入阿倍野区詳細図(大阪市区分地図)』では、府立阿倍野高等学校
の南に当時の庁舎の位置を確認することができます。戦後になり長い年月を経て老朽化した旧庁舎は、人口の増
加により十分な市民へのサービスが行えなくなったことから、昭和40(1965)年5月に地下鉄の阿倍野検車場・
高速車両工場があった跡地（文の里1丁目）へ移転、現在の新庁舎が建設されました。地下鉄の阿倍野検車場・高速
車両工場は昭和22(1947)年12月に建設されたものですが、保有車両の増加に伴い、昭和29(1954)年12月
住吉区長居町の長居検車場が建設され移転しました。『大阪市地下鉄建設70年のあゆみ -発展を支えた建設技術
-』には、阿倍野検車場・高速車両工場の写真が掲載されています。(2024年8月26日　阿倍野図書館)

『阿倍野区史』川端 直正/編 阿倍野区市域編入三十周年記念事業委員会 1956 タイトルコード
1000000244908 p.1、295-298|『阿倍野区50年のあゆみ』阿倍野区制50周年記念事業実行
委員会 1993.4 タイトルコード 1000000336413 p.56、76-77|『最新地番入阿倍野区詳細図
(大阪市区分地図)』和楽路屋 1958.9(修正) タイトルコード 1000011203603
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阿倍野区
3.昭和30年-40年代
(1955-1974)

公園|鉄道

住吉団地内のスーパーとパン
屋

昭和17（1952）年もし
くは昭和18（1953）年
生

平成26(2014)年
　団地の中にスーパーがありますが、その一角に焼きたてのパン
屋さんがあり、45～6年ほどされていましたが、時代の流れな
のか、今年(2014年)４月の末に閉店されました。残念です。

　住吉団地

近商ストア住吉店は、住吉団地のなか、国道26号線に面する形で建っているスーパーマーケットで、『近商ストア
20年のあゆみ』に、「昭和44（1969）年3月21日、当社初の食料品、日用雑貨、衣料品等を総合した大型スーパ―
マーケット住吉店を大阪市住吉区(現在住之江区)粉浜の国道26号線沿いに開設した」とあります。また、同書には
「当社におけるファースト・フードは昭和46年7月住吉店に開店したインストアベーカリーが第1号店である」と言う
記述があります。平成25（2013）年の住宅地図ではスーパーマーケットKINSHO住吉店の１階に「プチ・シャン
ボール住吉店」という名前のパン屋さんがあり、さらにさかのぼると平成８（1996）年の住宅地図にも「パン プチ
シャンボール」の名前が確認できます（店名は住宅地図の表記のママです）。なお、日本住宅公団住吉第1団地の入
居開始は昭和43（1968年）年3月です。（2024年9月11日　住之江図書館）

『近商ストア20年のあゆみ』近商ストア 1977 タイトルコード 1000080283082 p.57-58、
p.80|『ゼンリン住宅地図大阪市住之江区〔2013〕』ゼンリン 2013 タイトルコード
1000012818409 p.29、 別記p32|『ゼンリン住宅地図大阪市住之江区〔1996〕』ゼンリン
1995 タイトルコード 1000000528757 p.29|『日本住宅公団20年史』日本住宅公団20年史刊
行委員会/編 日本住宅公団 1975 タイトルコード 1000080164140 p.364
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にしこう(新北島西公園)の滑
り台

平成19(2007)年もし
くは平成20(2008)年
生

　にしこうでよく遊びます。おさらで遊びます。(図書館注: 「にし
こう」は新北島西公園のことを指します。「おさら」とは大きな滑
り台の愛称です。)

　新北島西公園

「にしこう」こと新北島西公園は、昭和50(1975)年４月に開園した広さ11,998平方メートルの近隣公園です。住
宅地図を確認すると、新北島7丁目3に「新北島西公園」と記載があります。北島地区では昭和44(1969)年3月
に決定された事業計画に基づき、土地区画整理事業が行われました。当時、地区東南部の新北島2丁目付近は、住
宅が密集していました。また、市営住宅や小中学校の建設も予定されており、新北島西公園はそのような周辺環境
に対応するため、新北島東公園、新北島南公園とともに整備されました。『輝く明日のまちづくりを―北島』には、
公園が整備されるまでの大阪市都市計画北島土地区画整理事業の詳細が掲載されています。また、同書には、新
北島西公園の写真が掲載されており、「おさら」のように見える大きな滑り台が設置されているのが確認できま
す。(2024年11月12日　住之江図書館)

『住之江区史』大阪都市協会/編集 住之江区制十周年記念事業実行委員会 1985 タイトルコード
1000000253225 p.161-170、 p.194|『輝く明日のまちづくりを-北島 : 北島土地区画整理事
業の歩み』大阪市都市整備協会/編集|大阪市建設局 1990 タイトルコード 1000000481172
p.91-93、p.102|『ゼンリン住宅地図大阪市住之江区 [2014]』ゼンリン 2014 タイトルコード
1000013160829 地図32、 38|大阪市ホームページ 「大阪市都市公園一覧表」
https://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000372135.html　(2024年11月7日
確認)
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